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平成30年 3月期通期業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 29年 5月 15日の決算発表時に公表いたしました平成30年 3月期（平成29年 4月1日～

平成30年3月 31日）通期業績予想数値と本日公表した実績値とに差異が生じましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．平成30年 3月期通期業績予想数値と実績値との差異 

(平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日) 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円 

 ６,５００ 
百万円 

 １７０ 
百万円 

 １６０ 
百万円 

 １５０ 
円  銭 

４９.８５ 

実   績   値（Ｂ） ６,５４０ ７４ ６６ １５１  ５０.５１ 

増  減  額（Ｂ－Ａ）  ４０ △９６ △９４ ＋１  

増   減   率（％） ０.６ △５６.５ △５８.８ ０.７     

（ご参考） 
前期実績(平成 29 年 3 月期) 

６,３２０  ３８  ２４ １４５ ４８.４４ 

（注）平成29年 10月 1日付で普通株式10株を1株とする株式併合を行っております。これに伴い、前事

業年度の期首に当該株式併合が行われたものと仮定し、1 株当たり当期純利益を算出しております。 

 

２．差異の理由 

平成 30 年 3 月期通期の業績につきましては、チタン酸リチウムおよび酸化鉄の出荷数量が

増加いたしましたので、売上高は 6,540 百万円となり、前回発表予想数値を上回りました。損

益面につきましては、売上高は増加いたしましたものの、海外への拡販に向けたＦＤＡ（米国食

品医薬品局）審査および欧州ＲＥＡＣＨ（化学品の登録、評価、認可および制限に関する規則）

への対応費用の負担ならびに原燃料価格の高騰などにより、営業利益は 74 百万円、経常利益は

66 百万円となり前回発表予想数値を下回りました。また、平成 30 年 3 月 29 日に公表いたしま

した「特別利益および特別損失の計上に関するお知らせ」のとおり、特別損失に事業構造改善費

用421百万円を計上いたしましたものの、特別利益に投資有価証券売却益522百万円を計上いた

しましたので、当期純利益は前回発表予想数値を上回りました。 

以上 


